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『学びの質』の向上へ  校長 芝原一郎 

 令和 6 年元日，能登半島で本当に痛ましい震災が発生してしまいました。犠牲になられ

た方々のご冥福をお祈りいたしますとともに，被害に遭われた方々，今もなお避難生活を余

儀なくされている方々にお見舞い申し上げます。一日も早い復興を心より願っております。

また，このような災害はいつどこで起きてもおかしくありません。本校でも改めて避難経路

等の確認を行い，いざというときに備えて安心･安全の確保に努めて参ります。 

 さて，本校は令和 5 年 4 月の開校以来，やがて 1 年を迎えます。振り返ると初めての施

設，初めての児童生徒，初めての教職員，初めての行事など，初めてづくしの 1 年間でし

た。保護者や地域の方々の御理解と御協力のもと，なんとか無事に終えることができそうな

こと，心より感謝申し上げます。 

 本校が新設される際の基本構想の一つには，「児童生徒の主体的な活動を支援する」とい

う考えがあります。素晴らしい施設設備の中で，まずは「あたりまえのことが，あたりまえ

にできる」ことを目標に取り組んで参りました。最も大切にしたのは，児童生徒が「先生か

ら教えられる」ではなく「主体的に学ぶ」教育活動を展開することです。そのためには，従

来の教育活動を見直し，児童生徒の目線に立った新たな教育内容や方法の工夫･改善がこれ

まで以上に必要であり，全職員一丸となって取り組んできたところです。 

 今後は児童生徒の「主体的な学び」だけにとどまらず，その「学びの質」を高める教育活

動に，より一層取り組んでいく所存です。今後も皆様の御理解と御協力を賜りますようお願

い申し上げます。 

小学部の一年間を振り返り 

４月６日始業式。新しい学校に登校しました。「新しい学校だ。やったー！」 

「校庭が広い。」「廊下が広い。」「新しい友達がたくさんだ。」など,新しい学校 

に喜びと期待と少しドキドキの様子でした。 

４月７日入学式。小学部にピカピカの 32 人の仲間が入学しました。初めて

の学校生活のスタートでした。 

1 学期。水泳学習をしました。プールで水遊びをしたり,クロールに挑戦した

り.水に浮かび身体をリラックスしたりできました。温水プールでの学習は，最

高でした。 

２学期。運動会と学習発表会がありました。学習の成果を保護者に参観いただきました。いかがだ

ったでしょうか。そこには，子どもたち一人一人の活躍と笑顔があり一人一人がキラキラと輝いてい

ました。 

３学期。各学年一年間のまとめの学期です。そして, ６年生は,卒業式。一年間の学

習を振り返ったり,これまでの子どもたちの頑張りを称賛したりして,次の学年,次の学

部へと繋いでいきます。 

小学部の子どもたち,これからも「高く」「広く」「豊かに」育っていってください。 

 



 

♪みんな南の１年生 令和５年度の中学部♪ 

 ４月，何もかもが初めてで，戸惑いも多かったことを思い出します。 

 １学期，学級を中心に学習を進め，お互いのことを少しずつ知り合っていきました。 

 ２学期，ボランティアタイムや宿泊学習，修学旅行，体育大会，学習発表会，校内実習な

ど，学年や学部での学習も増え，どんどん仲良く，理解し合えていきました。 

 ３学期，販売会では，学部全員で準備や本番に向けて一生懸命取り組みました。当日は，

お客さんとしてお越しくださった保護者の皆様に，笑顔で生き生きとした表情を届け，学習

の成果を発揮することができました。 

 生徒も保護者の皆様も，私たち職員も，みんな何もかも初めての１年間でした。「みんな

南の１年生」として，協力し合い，励まし合い，時には不安になったこと等もありました

が，その都度，相談や見守りをしながら，共に成長できた充実した１年間になりました。 

 命の尊さも教わった，この一年の学びを，来年度に生かしていきたいです。 

 
新しい環境に戸惑いながら，授業や行事をはじめ試行錯誤の毎日ではありまし

たが，初めてづくしの 1 年が無事終わります。生徒たちはこれまで経験したことを生かし

ながら，また新たに学びや経験を増やし，みんなで話し合い，チャレンジできた 1 年でし

た。スポーツ大会や修学旅行，文化祭，産業現場等における実習，販売会など，生徒同士が

話し合い，協力し合って主体的に活動してきました。その成果もあり，生徒たちの姿は行事

を追うごとに，それぞれが自立に向けてたくましく成長できたように思います。これも保護

者や地域の皆様の御理解と御協力のおかげです。心より感謝申し上げます。卒業生は，第 1

期生として，本校での思い出を胸に自信を持って社会人として旅立ってほしいと思います。

また，在校生はこれからもっと魅力ある学校を作れるように一緒に頑張っていきましょう。 

 
今年度の訪問教育学級の大きな取り組みの一つが，鹿児島南特別支援学校で

初めて行われた体育大会，学習発表会でした。体育大会では，本番に向けて，病院児童生

徒，在宅児童生徒それぞれダンス練習等に取り組み，病院児童生徒は中学部の体育大会にリ

モートで参加することができました。また，学習発表会では，「スポーツの力」をテーマに

在宅児童生徒と病院児童生徒が協力して 1 つの作品を作り，小学部，中学部，高等部で発

表することができました。コロナも 5 類になり，今年度はスクーリングも増え，校内，校

外ともに交流を行い，大きな刺激と学びがあった 1 年になったと思います。 

 

高等部 



 


